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教育委員会は、本町の重点施策の１つである「保幼小中一貫教育の推進」に取り組んでいます。 

「小中一貫教育」は、新しい学校の教育のかたちとして一貫教育校を設置する自治体も増えてきています。 

田尻町では、「コンパクトな町・8000 人の大家族の町」のもと、保育所・幼稚園・小学校・中学校が 1 つずつで

ある最大の特色を生かして、「小中一貫教育」に保育所・幼稚園の学びをつなげ「15 年間の連続する学び」を実現

する「保幼小中一貫教育」を進めています。 

保幼小中一貫教育は、すべての学校園所の教職員が、“めざす子ども像”を共有し、15 年を通じた教育課程（カ

リキュラム）のもと系統的な教育システムを構築していくものです。 

教育委員会は、この取り組みについて、ていねいに情報を提供し、説明をしていきたいと考えています。 

皆様のご助言・ご支援、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 30 日に、田尻町教育センターが開設されました。 

田尻町教育センターでは、次の事業をおこなっていきます。 

・教育に関する研究と教職員の研修 

・保幼小中一貫教育の実現に向けての検討 

・ＩＣＴ機器を活用した先端授業の展開 

・教育相談の充実 

・学校と地域の交流の活性化 

 

８月２４日に行われた「田尻町教育センター」の竣工式 

  

 

 

 

教育委員会事務局が一体となった、この教育センターで、学校・家庭・地域が強力に連携して田尻町

の未来を担う子どもたちを育み、人生 100 年時代に対応できる生涯学習環境づくりを進めていきます。 

保幼小中一貫教育のねらいについて、 

保育所・幼稚園や小学校の低学年の先生は、中学校の学習や卒業していく大人に近づ

いた中学生の姿を、日々の指導でイメージして教育活動を行っているか。 

逆に、中学校の先生は、保育所・幼稚園の子どもたちが遊びを通して日々の成長して

いく姿をイメージすることができているか。 

これは、実際に想像できないことで、できていないことが当たり前だといえると思い

ます。 

しかし、保幼小中一貫教育のなかでは、可能なものにできるということです。これが、

「15年間の連続した学び」であり、しっかりとした学びを保障していく保幼小中一貫教

育がねらいとするところです。 

そのほかにも、期待される側面として 

・学習指導の成果を上げる 

・生徒指導の成果を上げる 

・異学年交流が促進される 

・教職員の指導力を上げる 

・特色ある学校づくりができる ことなどをあげることができます。 

 


